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略）」、と紹介されている。なんでまた、囲碁サ
ロンから、こんなものを送ってきたんだろうと、
ネットで調べると、こんなことが書いてあった。
（「なかさんげ囲碁サロン」HP、http://www.igo.

satocamera.com/index.php?FrontPage）
室谷先生は、日本棋院岡山県支部連合会の会長
さんだった。ある日、いつも写真のプリントを頼
む、サトウカメラに出かけた室谷さんは、そこの
主人佐藤さんとおしゃべりをした。佐藤さんは、
ギターが好きで、なんと室谷さん（「先生」では
なく「さん」付けでおよびすることをお許しくだ
さい）も、ピアノのレッスンを始めていたところ
だったので話が合い、そこのビルに空き部屋を
もっていた佐藤さんに、遊んでいる部屋を囲碁サ
ロンに変えてみませんか、と持ちかけた。佐藤さ
んは、室谷さんに碁の手ほどきを受けて、面白さ
を知り、すぐにこの話に乗った。
室谷さんは、東京大学岡山囲碁同好会から碁石
を調達し、日本棋院からも援助を仰ぎ、サロンの
開所に漕ぎ着けた。それだけなら、学者の道楽に
見えるが、室谷さんは、そのサロンを、子供学習
クラブ（囲碁、英語、数学）、女性サロン（休憩
と喫茶）、男性サロン（一般碁対局）と三部に組
織し、そこで、お茶のお点前、ギター演奏、英語
会話などの集会所とし、周囲の知人、同僚、同好
会メンバーなどに声をかけ、憩いの場所に育て上
げた。一般企業で営業だの、売り込みなどやらせ
たら、室谷さんは、すぐに重役になれるような商
才の持主だったのである。

マードック学会もそうだが、室谷さんは、
NHK朝ドラの「あさが来た」に出てくるあさ
ちゃんみたいに、関西系のど根性と、人情の機微
をついた経営の上手なお人だったのである。だか
ら、室谷さんが受賞されたというニュースは、阪
神が優勝した地元だの、梶田隆章さんや大村智さ
んなどノーベル賞受賞者を出した埼玉や山梨の地
元のように、湧き立ったに違いない。
室谷さんの、ゼロからコミュニティーを立ち上

げ、人材と資金を集め、経営する才能は、日本ア
イリス・マードック学会設立にも遺憾なく発揮
された。その点については、会員のみなさんが
知るとおりであるので詳しくは語らない。しか
し、同時に、研究者個人としても、おびただし
い業績を残されている。学会員との共著も多い。
（CiNii<http://www.sf.airnet.ne.jp/ts/filter/kyujitai.

cgi?url=ci.nii.ac.jp/author/DA00574269>）
なんもせずに、碌々と馬齢を重ねてきた私なん

ぞは、へー、と感心して呆れてしまうような内容
と量である。
日本におけるアイリス・マードック研究に先鞭

を付けられ、マードックの日本訪問や、日本文化
に対する関心を深める上でも、わたしたちの知ら
ない貢献をされてきた室谷さんが顕彰されたこと
は、当学会にとっても喜ばしいかぎりである。こ
の場をお借りして、お祝いを申し上げると同時
に、みなさんにもお伝えする次第。室谷先生、こ
れからは、お互い、ボケと老化との闘いでっせ。
がんばりまっしょ。
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symbolic.  She  replied  with  a  dissembling  charm  as  cutting  as  it  was  graceful  that, ‘Well,  
of  course  it  is.  All  my  writing  is  symbolic!’ So  I  feel  at  home  here.  I  have  loved  being  
a  member  of  this  worthy  and  convivial  society  since  its  inception,  and  I  will  be  honoured  
and  delighted  to  become  its  president,  to  do  my  best  to  keep  the  ship  steady  and  well  
organised.  I  have  no  confidence  at  all  in  my  ability  to  do  so,  but,  with  your  help  and  
patience,  we’ll  sail  to  somewhere  good,  and  not  sail  away.

会長退任挨拶

塩　田　　　勉

多忙の中、本学会のために、力を尽くしてくだ
さった室谷、平井両氏の貢献のあと、諸般の事情
から、やむを得ず、つなぎ会長を努める巡り会わ
せになりました。みなさんのご親切とご協力を得
て、なんとか、退任までこぎつけられそうで、嬉
しく思います。
在任中、事務局長の岡野さんから、並々ならぬ
サポートをいただき、それがなければ、日々に老
いて劣化していく記憶力に悩むわたしは、とても
責任を果たせなかったのではないか、と思いま
す。いつも迅速で、有能で、優しい事務局長さ

ん、ありがとうございました。また、細かい問題
を、メールで送りつけてご相談いただいた理事の
方々も、まめに回答や意見を寄せて下さり、とて
も気持よく、やりやすかったと思います。後任を
引き受けてくださったハラさんも、なにくれとな
く、メールをくださって、仕事をやりやすくする
配慮をしてくださいました。「みんな、いい人だ
ね、この学会は！」というのが、辞任させていた
だくわたしの、いつわらぬ感想です。ありがとう
ございました。

第 17回大会報告記

大　道　千　穂

第17回日本アイリス・マードック学会は、2015
年11月21日（土）に青山学院大学（東京都）で開
催された。美しく色づいたキャンパスの銀杏の葉
が青空に映える秋晴れの一日となった。午後12時
30分から総会があり、塩田勉会長から研究発表
者、参加者への感謝と新会員の方々への歓迎の辞
があった。第17回目にして初めて海外からの発表
者をお迎えし、会場はいつにもまして華やかな雰
囲気に包まれていた。
次に井上澄子副会長から午前中に開かれた理事
会の報告があった。報告内容は以下の三点であ
る。第一に、来年度の開催校は愛媛の四国学院大
学あるいは東京の明治学院大学、開催日は未定だ

が10月が望ましいということになった。第二に、
2016年1月1日から塩田先生の任期満了に伴いポー
ル・ハラ先生が会長に就任されることが決まった。
任期は二年である。第三に、現理事である榎本眞
理子先生、高橋和久先生に代わり大槻美春先生、
中西ウェンディ先生が理事になられ、大槻美春先
生、大道の代わりに内藤亨代先生、中窪靖先生が
監事になられることが決まった。
事務局からは、任期を終えられる塩田会長に対

する謝意が伝えられた後、住所変更などについて
はすみやかな連絡をしてほしいとの依頼があっ
た。来年の学会の企画について提案などがあれば
事務局に知らせてほしいとの依頼もなされた。


